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要約
薬剤を用いた殺菌は多剤耐性細菌を生み出してしまうため、「耐性菌が発生しない
消毒法」には高いニーズがある。本研究では、より電気化学アプローチで細菌代謝
プロセスを制御する新原理に基づいた消毒手法を開発した。
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n 既存のバイオフィルム除去・不活化法n バイオフィルムとは？

Keith Kasnot:  Artist Scientific American, July 2001Ｃ

マイクロコロニーの発達

付着

脱離

液体培地中細菌の場合の1000から１万倍の細菌密度！

薬剤耐性

物理的除去 or 殺菌剤 Hyun, K. et al. Nat. Microbiol. Rev. 2017

エネルギーを注入することで、 NADH酸化を止める。
電位：1 V以下、電流：0.1mA以下

n 新手法の原理検証

電
流

時間

電位印加バイオフィルム形成
効果なし

効果⼤

効果⼩

電流⽣成測定 不活化 活性の追跡

+0.2V

+0.2V 電流でバイオフィルム活性
を追跡する技術

Okamoto, A. et al. Front. Microbiol. 2019
Biosensor and Bioelectronics 2020

（特許出願済み）

（特許出願済み）
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STEP 1

93%電流減少！

STEP 3

5 µm

Live Dead Assay

死菌赤・生菌緑

電極

既存の消毒法では残るバイオフィルム

→ 感染症・薬剤耐性菌が広がる原因

内視鏡

⼈⼯関節

課題：

電極

細菌にエネルギーを過剰摂取させる
→ ⾼効率電⼦注⼊で99.99%殺菌を実現！
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対極P 参照極

電⼦注⼊

 新発⾒：電気殺菌
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バイオフィルム

あらゆる⾦属部品に応⽤可能！
（⼿術ロボ・内視鏡の⽔準消毒へ）

ステンレス上のバイオフィルム（Klebsiella pneumonia）

1時間の処理: 
⽣菌99.99%減

あらゆる⾦属部品に応⽤可能！
（⼿術ロボ・内視鏡の⽔準消毒へ）
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• オリンパス株式会社

• 共同研究進行中
内視鏡洗浄

• 東京医科歯科大学共同研究

• 倫理承認済み

• デバイス開発中

インプラント歯
周炎治療装置

• 専門医とのヒアリング

• 急性創傷における感染制御に
ニーズ

• 共同研究相手の選定中

創傷ケア

ライセンス契約へ安全性試験
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